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                     農業の将来を見据えた地域計画 
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    南橘地区での話し合いの様子⇒ 

 現在、目指すべき将来の農地利用を明確化する「地域計画」策定に向けて、地区ごとに１０年後の農業を担う

方を明確にする「目標地図（素案）」を作成しています。 

 昨年中は、複数回にわたり市内１２地区において農業委員と農地利用最適化推進委員が中心となって、地元 

 

 

農業者やJA、土地改良区の代表等を集めて

地区別検討会を開催しました。 

 南橘地区の検討会で議長を務めた藤井農

地利用最適化推進委員は、「いろいろな意見

があるのでまとめるのは難しかった」と苦労を

話していました。 

 今後、目標地図を含めた「地域計画」は、令

和７年３月末までに策定・公告を行います。し

かし、策定して終わりではなく随時更新、進捗

管理をしていくこととし、農業の未来について

引き続き考えていきます。 
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☆農業委員会先進地視察研修☆ 

 

詳しくはホームページをご覧ください。  

☆市長に意見書・議長に要望書を提出☆ 

前橋市農業委員会では、昨年の10月１日、令和７年度
前橋市農業施策等に関する意見書を小川市長に、同趣
旨の要望書を笠原市議会議長に提出しました。  

１  施設園芸農家に対する支援の継続について  
２  耕作放棄地対策と農地政策について  
３  有害鳥獣対策について  
４  農業残渣処理に係る費用助成について  
５  前橋市内における食料自給率向上（地 
     産地消） について  
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☆タブレット端末を使用した農地パトロール☆ 

 

スマート農業についての座学や次世代園芸施設の
見学、スマート農業機器の操作体験を行いました。 

写真は農業用ドローンの操作体験です。 

農地利用最適化推進委員が８月に農地パトロールを実施しました。農地

の利用状況を把握し遊休農地の実態把握と発生防止・解消を目的とし

ています。今後の農地パトロールの手法を検討するため、試験的に一部

の地区でタブレット端末を使用して調査を行いました。山田農地利用最

適化推進委員は、「タブレット端末は初めてだったが、使いやすいと思う。

最初は慣れるのが大変かもしれないが、みんなが使えるようになればもっ

と便利になる。」と話していました。農地パトロール結果を基に、現状と課

題を把握し、利用可能な農地は担い手に繋げる取り組みを進めていきま

す。 

告 報 

令和６年１１月２５日～２６日に農業委員・農地利用最適化推進委
員２７名は、「スマート農業」「六次産業化」をテーマに新潟県で視察
研修を実施しました。 

六次産業化プランナーで代表取
締役の新谷梨恵子氏から取り組
みについてお話を伺いました。 

スマートアグリ長岡 

今後の農業における
課題解決に向けた方
策を考えていくなか
で、刺激を受けまし
た。大変参考になり
有意義な視察研修で
した。 

 参加者の感想 

農プロデュースリッツ 
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委員の感想 
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第53回日本農業賞 

個別経営の部で 

大賞を受賞されました。 

いま、注目の人！－新規就農者（吉田哲馬さん）－ 
吉田さんは現在３７歳で、理学療法士から転職し、農業を始めて２年目になり

ます。１１年間理学療法士として働いていましたが、農業を始めたいと考えた理

由について伺いました。「県外の医療・介護の現場で長く勤務していましたが、

いずれ地元に戻り、人の役に立ちたいという思いがありました。自分でチャレン

ジできる経営や管理に興味があったこと、子どもの頃、祖父の農業を手伝って

いたことが農業を始めるきっかけとなりました。農業をするうえでも地域で活動

することは大好きで、情報をもらったり人の縁に助けてもらうことも多いです。」と

のことで地域を大切にしている気持ちが伝わってきました。 

現在は、ナス、ネギをメインとし、他にもズッキーニなどを栽培していますが、年

によって作物や栽培量は変えています。「どこまでどれくらいできるかというのは

やってみないとわからないですし、失敗したと思うこともありますが、今後に繋げていくこともできますから。また、家族

（奥様と娘さん４人）のために農業を頑張ることができます。」と話します。現在はパート従業

員を雇っていますが、将来的には正社員を雇えるほど成長し法人化を目指しています。そ

の背景には、「農業が経営として成り立つことを証明し、農業を職業として選択する人が増

えてほしい。」という熱い気持ちがありました。 

最後に、農業を始めたいと思っている人へのメッセージを伺ったところ、「天候に左右される

などきついことも多いので、それに耐えられるかどうか。また、農業の知識だけでなく仕事と

して稼いでいくには経営者の視点が必要。」と大変な面を述べられた一方、「想像どおりの

厳しさはあるものの、農業は地域貢献ができるやりがいがある仕事。いずれ新規就農者の

支援もしていきたい。」と笑顔で話してくださいました。今回の取材は、編集委員の阿久津

会長職務代理者と関農業委員にも同行いただきました。お二人からは、「将来のビジョンが

明確で、吉田さんの言葉から明るい未来が感じられてとてもうれしい気持ちになりました。頑

張ってほしいです。」とエールが送られました。 

     

 

 

前橋在住の宮内禎一さんが選抜育種し開発したかき菜は、昭和

47年に品種登録され【宮内菜】と名付けられました。宮内菜の特

徴は食味がよく、3月～5月にかけて分枝性が強く多く収穫できる

ことです。そのため、開発当初から春を味わう野菜として大変重宝

されました。今でもたくさんの家庭菜園で作付されており、市場出

荷をされている方もいます。宮内菜は全国的に知られています

が、前橋農業の隠れた実力者かもしれません。 

宮内さんは、宮内菜が品種登録された後も探求を続け、令和５年に【早生宮内菜】を17

年かけて開発し新たに品種登録しました。宮内菜は春先の野菜が少ない時期に収穫で

きることが特徴ですが、早生宮内菜はさらに早く、作物が育ちにくい１月、２月においても

出荷が可能です。宮内さんは「宮内菜を皆さんにもっと知ってもらってぜひ食べてみてほ

しい。」とおっしゃっていました。 
☝宮内さんご夫婦と

宮内菜の苗 

【早生宮内菜】 
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☆多面的機能支払交付金制度 

地域共同で行う農地周り・水

路・農道の草刈り、泥上げ、農

業用施設の軽微な補修や農村

環境保全のための共同活動を

支援します。 

☆中山間地域等直接支払交付金制度 

無断農地転用は違反です ！ 

農地を農地以外に使用するためには、たとえ自分が所有する

農地でも農地法の規定に基づく農地転用許可手続きが必要と

なります。 

許可を受けず無断で農地転用した場合は原状回復命令や罰

則が科せられることがありますので注意しましょう。 

※農地を無断で駐車場や資材置き場にすることも違反です。 

水田の畦畔の管理をしましょう！ 

農地に雑草が繁茂すると火災や不法投棄、野生

鳥獣の住処、病害虫の発生の原因となります。 

また、水田の畦畔から伸びた雑草が通行を妨げた

り、見通しを悪くしていることがあります。その結果、

交通事故を誘発したり、近隣住民に迷惑がかかる

こともあります。               

農地の所有者・耕作者は、畦畔を含めた農地の

適正な管理をお願いします。 

傾斜地が多いなど農業生産条

件が不利な地域で、農地の保

全、耕作放棄地の発生防止等

の活動を支援します。 

お知らせ 

詳しくは農村整備課へお問い合わせください。 

農村整備課  ☎  027-898-6713  


